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第38期　報告書
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株 主 の み な さ ま へ
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 フォーカスシステムズについて
ABOUT FOCUS SYSTEMS

金融機関向けシステム
メガバンク向け顧客管理システ
ムの開発や新銀行の基盤構築

リスクコンサルティング
サイバー攻撃対応などから企業
の大切な情報を守る

電子行政システム
行政サービスの電子化に伴う
システムの開発

医療システム
診療を受けた時の診療報酬
の電算処理システム

自動車登録システム
車、バイク等の所有者や車検状
況を管理するシステムの開発

社会保険システム
全国の年金事務所をつなぐ
年金制度を支えるシステム

次世代移動通信
システム

ミドルウェアからドライバ
開発、通信制御まで携帯端
末に関するあらゆる開発
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フォーカスシステムズの技術は、さまざまなシーンで社会を支えています。

貿易流通システム
輸出入に関する手続きを
処理するシステム

暗号技術
電子情報を漏洩や改ざんな
どのリスクから守るための
次世代暗号技術

航空管制システム
管制官が使用する、いわば「空
の信号機」システムの開発

RFIDシステム
ICタグをさまざまな物品に取り付
けて管理をするシステムの開発

福祉介護システム
福祉介護の必要な人がどん
な介護を受けているのかを
管理するシステムの開発
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経営理念
	 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する。」

経営ビジョン
	 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
	 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
	 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
	 3. 社会責任　お客様、投資家、株主様から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

平素は当社業務に格別のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。
ここに当社第38期（平成25年4月1日から
平成26年3月31日）の営業のご報告をご高
覧願うにあたりまして、一言ご挨拶申し上げ
ます。
当事業年度における我が国経済は、金

融緩和や各種財政対策による、いわゆるア
ベノミクス効果を背景に、民間の景況感も輸
出型産業を中心に大きく改善してまいりまし
た。しかしながらアベノミクス第三の矢「成
長戦略」による民間投資の拡大については
その緒に就いたところであり、今後の景気を
力強く牽引していけるかについては、予断を
許さない状況にあります。
情報サービス産業においては、「世界最

先端IT国家創造宣言」等をきっかけに、公
共分野における情報セキュリティも含めたシス
テム投資も持ち直し、緩やかに伸びが継続

していた民間のシステム投資とあわせ、全体
として、事業環境は好転しております。
このような状況のもと、当社は「公共関
連事業」・「民間関連事業」・「セキュリティ
機器関連事業」の3報告セグメントそれぞれ
で異なる事業環境を鑑み、組織間の連携
強化、事業の優先順位の明確化、環境変
化への対応、そして営業活動の強化を経営
戦略に掲げ、事業活動を推進してまいりまし
た。その結果、増収増益という結果で終え
ることができました。
引き続き、企業価値の維持向上に努めて

まいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一

層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

平成26年6月

代表取締役社長

「テクノロジーに、ハートを込めて。」

株主の皆様へ
TO OUR SHAREHOLDERS
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当期業績について
弊社は「システムインテグレーション」、「ITサービス」、「情
報セキュリティ」の3つのサービス領域を事業の柱としております
が、決算のご報告に関しましては、最終ユーザー毎に「公共
関連事業」「民間関連事業」と主にセキュリティ製品の販売を
行う「セキュリティ機器関連事業」の3つを報告セグメントとして
おります。
公共関連事業におきましては、①社会保障系のプロジェクトに

おける収益性の改善、②金融系業務の拡大、③基盤・方式
系案件の獲得に伴う体制強化、④公共投資増加を見据えた公
共部門の要員配置を目標に取組んでまいりました。また、平成
25年6月に政府発信の「世界最先端IT国家創造宣言」等に基
く公共案件の増大という後押しもあり、売上高、セグメント利益
共に大きく改善しました。
また、民間関連事業におきましては、①既存ユーザーの深耕
拡大と、新規ユーザーの開拓を優先し、②最終ユーザーから
の受注比率の向上、③インフラ系（ミドルウェア、ネットワーク等）
の業務拡大および既存の保守・運用サービスの業務拡大を目
標に取組んでまいりました結果、売上高・セグメント利益共に計
画を達成し、順調に推移しました。
セキュリティ機器関連事業におきましては、①サイバーセキュ

リティ、eDiscovery（電子情報開示）に注力するとともに、大
手民間企業の開拓、②調査・トレーニングサービスの強化、③
新規開拓分野として、最適化技術、介護・医療分野の事業化
を目標に取組んでまいりました。さらに、官公庁・大手企業を狙
った標的型メール攻撃などサイバー攻撃に対する対策や、各都
道府県警察におけるサイバー犯罪対策の強化・拡充が追い風
となり、売上高・セグメント利益共に計画を大きく上回る結果とな
りました。
以上の結果、当事業年度業績は、売上高14,146百万円（前
事業年度比14.5％増）、営業利益887百万円（前事業年度比
102.1％増）、経常利益849百万円（前事業年度比104.1％増）、
当期純利益455百万円（前事業年度比89.0％増）となりました。

今後の事業展開について
現政権の経済政策による効果もあり、足元では景気回復へ

の期待感が継続しております。一方、消費税率引き上げの影

響及び再引き上げへの警戒感に加え、TPP交渉の先行きが不
透明なこともあり、国内経済は依然として先行き不透明な状況
が続くと予想されます。情報サービス産業におきましては、企業
業績の動向と景況感に左右されますが、企業のIT投資の継続
が期待される一方で、労働者派遣法改正案の行方次第ではあ
りますが、人材獲得競争の激化に備えていく必要があります。
このような状況のもと、当社では予見されるビジネスチャンスを

より確実なものとするため、企業力の向上に努めてまいります。
具体的には、需要が潤沢であるインフラビジネスにおいては

「要員の育成」、運用業務では「シェアの拡大」、業務アプリ
ケーションでは「専門技術への取組み」を行います。また、昨
年スタートさせた名古屋を含めた各拠点（東京、大阪、名古
屋）の連携を図り、効率的・有効的な組織運営を目指してまい
ります。
通期の業績としましては、売上高14,500百万円、営業利益

900百万円、経常利益850百万円、当期純利益500百万円を
見込んでおります。
次年度は引き続き今後数年の事業展開を睨み、要員の採

用・育成などの投資を行なう予定でございます。

株主様へのメッセージ
創業37年目を迎えた第38期は、過去最高の売上高を達成す

ることができました。これもひとえに株主の皆様をはじめ、関係
各位のご支援の賜物と感謝申し上げます。
当期の期末配当金は、ご支援いただきました株主様への感
謝の意を表し、普通配当金10円に特別配当金10円を加えて20
円といたしました。
次期（平成27年3月期）の配当金につきましては、当期と同

じく1株当たり20円を予定しております。
昨年8月、今後の10年を踏まえ、当社ブランディングを一新し

ました。本冊子中ほどにご紹介ページを設けておりますので、
是非そちらもお読み下さい。
会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、株主

様をはじめ、当社を応援していただいている皆様から“ブラボー”
の声をいただけるよう、役職員一丸となり邁進してまいります。
株主の皆様のなお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げ

ます。
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 ３つのサービス領域
3PRATS DOMAIN IDENTITY

Focus Systems5

● 公共分野
官公庁関連システムなど社会を支える公共システム分野に数

多くの実績を有するのが当社の特徴のひとつ。「税務・財務シス
テム」「労働保険・社会保険システム」「健康保険システム」「貿
易流通システム」「航空・交通管制システム」など、高い信頼性、
深い業務理解が求められるシステムを数多く手掛けています。
これらのシステム開発を通じた優良企業・官公庁など大口顧客

との長期・安定した取引関係が、当社の事業基盤となっているの
です。
● 金融分野
新しい事業基盤とするべく注力しているのが、金融ビジネス分

野です。公共分野でのプロジェクトの経験を通じて蓄積したノウ
ハウが、当社の競争力の源泉となり、金融分野においても「生命
保険」「損害保険」「信託」「証券」「政府系金融システム」「クレジ
ット」等の多岐にわたる業務システムについて、安定した取引を
確立しています。
● 通信ネットワーク分野
設立以来、当社が強みを発揮するのが通信ネットワーク分野で

す。さまざまな開発を通じて、通信関連の有力企業との長期安定
した取引関係を確立しています。次世代通信網『NGN』を構成す
る各種通信装置や、携帯電話の基地局、インターネットの核であ
るルータやゲートウェイなど、さまざまな通信制御装置のファー
ムウェア開発を行っています。また、スマートデバイスの開発に
おいては、ミドルウェアやドライバ通信制御など、高度な知識・
経験が要求される部分の開発に強みを持っています。

● インフラ設計・構築
進化の速いオープン系システムにおいて、ハードウェア周り・

ネットワーク・OS・ミドルウェアなどインフラの構築から、アプ
リケーションソフトの開発まで、最先端技術を駆使した設計・構
築を行っています。
● 技術支援サポート業務
ハードウェア環境、ネットワーク、OS、ミドルウェアの問題

解決や、ハードウェアのパフォーマンス向上の支援などを技術者
に対して行うことにより、先端技術を必要とするお客様環境の構
築を支えています。
● 運用サポート業務
メーカー提供のソフトウェアにおける「業務上の問題解決」や

「顧客要求」の実現、およびハードウェアを含めた障害発生時の
復旧対応を実施する業務です。ヘルプデスクを設置しての電話に
よる技術サポート、技術力提供による運用システムの開発サポー
トを行っています。

システムインテグレーションFocus1st ITサービスFocus2nd

3rd Focus

2nd Focus

1st Focus

健全なIT社会構築に貢献する
技術、「暗号」「デジタル・フ
ォレンジック」

通信・公共分野を軸と
したシステム開発

総合情報サービス企業として
のシステム運用・保守／イン
フラ技術支援事業
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私たちフォーカスシステムズは、お客様にトータルソリューションをご提供する〝総合情報サービス企業〟です。
健全な IT社会の実現のため、最先端のテクノロジーを取り入れながら、常に新しいソリューションの創造に努めています。

● さまざまなフェーズでのセキュリティ
電子透かしによる不正利用の防止、暗号による情報の秘匿、それ

でも問題が発生した場合のデジタル・フォレンジックによるインシ
デントレスポンス（事後対応）。フォーカスシステムズは、さまざ
まなアプローチでビジネスにおけるセキュリティ対策を支援してい
きます。
● 電子透かし
デジタル画像の不正利用、著作権違反。電子透かしはコンテンツ

に目に見えない情報を埋め込むことでこれらの問題を解決します。
● 暗号技術
モバイル端末で、パソコンで、レンタルで、店頭のレジで、利

便性の高いC4暗号はデジタル社会の身近なシーンで活用されてい
ます。
● リスクコンサルティング
この分野では主に３つのカテゴリーにおいて製品やサービス

をご提供し、顧客の幅広いニーズにお応えしてきました。１つ
目はコンピュータやスマートフォンなどを解析するデジタルフ
ォレンジック、２つ目はコンピュータやネットワークへの攻撃で発
生する被害を未然に防いだり、万が一被害が起きてしまった際に
事後対応を行うサイバー攻撃対応、３つ目は米国訴訟に巻き込まれ
るお客様向けのeDiscovery（電子情報開示）です。
特に近年、あらゆる組織がサイバー攻撃対応に頭を悩ませており、

組織内にコンピュータ緊急対応チームを立ち上げ始めてきました。
当社はフォレンジックで培った知識・技術と顧客基盤を活かし、

悪意あるプログラム“マルウェア”の解析を含むサイバー攻撃対応
のビジネスに力を入れています。

AES

電子透かし

暗号

システム開発用ライブラリ

acuagraphy（アクアグラフィー）は、
画像、音声、動画に対応し、
デジタルコンテンツの課題を解決します。
●不正利用や流出の抑止効果が得られます。
●巡回監視で不正利用の監視と発見をします。
●不正利用発見時に著作権の証明ができます。

Windowsアプリケーション

デジタルデータ解析

eDiscoveryデジタルフォレンジック サイバー攻撃対応

デジタルデータ解析の適用事例

特許訴訟

カルテル

不正アクセス

マルウェア

情報漏洩

不正調査

情報セキュリティFocus3rd

FIPS 140-2 認定ライブラリ

トータルセキュリティのご提案
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目に見える形で表現しづらいITの仕事、フォーカスシステムズという会社を、強く印象付けるキャラクターを設定します。
フクロウの持つ
 ・知恵のイメージ
 ・猛禽類特有の強い視力
 ・360度を見渡す広い視野　　　という特徴が、
フォーカスシステムズの
 ・あらゆる課題を解決に導くトータルソリューションの可能性
 ・未来へのビジョン
 ・さまざまな分野への挑戦の姿勢　　　を表しています。
特徴的な白い体と青い眼は、企業の唯一性を表し、独創性に富んだソリューションを提案できる企業であることを示しています。

コーポレートスローガン PRキャラクター

ますますITが必要不可欠になってくる時代。
そんな時代において、カギとなるのは「人間力」に他なり
ません。
私たちフォーカスシステムズは、仕事に対する情熱、人に
対する思いやりを大切に、優れた技術力や製品を提供し、
社会に貢献し続けます。

森社長の敏腕秘書。種類はオオメンフクロウ（？）。
とても目がよく、遠くから社長を狙うスナイパーも２秒で発見す
る。
仕事の腕は確かだが、口調は天然で喋ると語尾が必ず「フォー」
になってしまう。
一時期はやった某芸人の口調に似ていると言われるのが悩み。

秘書ふくえ（28歳アラサー女子）「テクノロジーに、ハートを込めて。」

フォーカスシステムズのロゴマークは、「未来」「誕生」を想起させるタマゴをモチーフとした楕円形のパーツと、「企
業理念」「生命のぬくもり」を表した核となる円のパーツで構成されています。
円のパーツから右上方へと広がるその形は、「理念とハートを大切に、未来に渡って新しいものを生み出し続けるフォ
ーカスシステムズの姿勢」を表現しています。
ロゴマークの色はAubergine（オーベルジーヌ）といい、調和・安定・若さ・積極性・情熱を表しています。

未来に渡って、新しいものを生み出し続ける企業姿勢。
コーポレートロゴマーク

コーポレートキャラクター

昨年8月、次の10年への思いを込め、
ブランディングを一新しました。

ブランディング
BRANDING

フォーカスシステムズの次の10年を描く

Focus Systems7
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https://www.facebook.com/focussystems

http://www.focus-s.com/
投資家の方や、就職活動中の学生さんたちに向け、肩の力
を抜いた情報を発信しています。

「いま、あの人に訊きたい」
マネジメントのプロフェッショナルである
ビジネスパーソンから、対談を通して経
営に役立つエッセンスを引き出し、読者
のみなさまに提供します。

Facebook

「未来企業探訪」
インタビュー取材を通してこれからのビジ
ネスのヒントや、選ばれ続けるヒントや秘
訣を探っていきます。

シンプルで見やすい構成を心がけました。

Webサイト

是 非 、 お 読 み 下 さ い ！

http://www.focus-s.com/focus-s/magazine/

著名人、著名企業から
明日のヒントを探っていきます。

Webマガジン

Focus Systems 8
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第34期
平成22年３月期

第35期
平成23年３月期

第36期
平成24年３月期

第37期
平成25年３月期

第38期（当期）
平成26年３月期

売上高 （百万円） 11,702 11,401 11,909 12,353 14,146
経常利益または経常損失（△） （百万円） 88 145 △58 416 849
当期純利益または当期純損失（△） （百万円） △157 86 151 241 455
総資産 （百万円） 9,060 10,129 13,208 11,195 11,837
株主資本 （百万円） 4,653 4,503 4,139 4,035 4,386
１株当たり当期純利益または１株当たり当期純損失（△） （円） △18.17 10.20 19.52 34.03 65.81

（注）	株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及び自己株式を含んでおります。

（百万円）（百万円）
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売上高

総資産

当期純利益または当期純損失

1株当たり当期純利益または1株当たり当期純損失

経常利益または経常損失

株主資本

決算ハイライト
STATEMENT HIGHLIGHT
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顧客名 第38期（当期）平成26年3月期
売上高（百万円）

NTTデータ関連 5,021
日本IBM関連 2,883
CTC関連 717
沖電気関連 556
ソフトバンク関連 440
その他 4,526
合計 14,146

合計

14,146
百万円

合計

14,146
百万円

公共関連事業

33.0%

NTTデータ関連

35.5%

民間関連事業

59.7%

ソフトバンク関連

3.1%

セキュリティ機器
関連事業

7.3%

沖電気関連

3.9%
CTC関連

5.1%

その他

32.0%

日本IBM関連

20.4%

セグメント別 第38期（当期）平成26年3月期
売上高（百万円）

公共関連事業 4,668
民間関連事業 8,440
セキュリティ機器関連事業 1,037
合計 14,146

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

AccessData 社公認フォレンジックトレーニング独占契約を締結、
最新版FTK5 も販売開始

2013年９月、大手デジタル・フォレンジック企業の米国アクセスデータ社（米国ユタ州リンドン）と、日本における公認フォレンジックトレーニング提
供のための独占契約を締結致しました。
アクセスデータ社は、フォレンジック業界におけるリーディングカンパニーであり、世界中で利用されているフォレンジックソフトウェアForensic 

Toolkit 「FTK」のメーカーです。「FTK」は、コンピュータなどの電子機器の調査・解析に必要な検索・復元・データ取得・パスワード解析・レジストリ
解析・マルウェア解析機能を全て備えた包括的なフォレンジックソフトウェアです。
認定トレーナーによる公認トレーニングを開催し、「FTK」をコンピュータ解析調査に活用される官公庁・法執行機関調査官や大手企業IT担当のお

客様に対して最新の知識を身に付けられるトレーニングをご提供すると同時に、ビジュアライゼイションなどの新機能を標準搭載した最新バージョン
FTK５の更なる販路拡大に繋げます。FTK5 では、オプション機能としてマルウェアトリアージ機能を備えており、より一層活用の場面が広がりました。

弊社は「システムインテグレーション」、「ITサービス」、
「情報セキュリティ」の3つの柱（サービス）で事業活動を
推進しておりますが、決算のご報告に関しましては、最終
ユーザー毎に「公共関連事業」「民間関連事業」と主にセ
キュリティ製品の販売を行う「セキュリティ機器関連事業」
の3つを報告セグメントとしています。
各事業とも、順調に推移し、計画値を上回ることができ

ました。

公共関連事業におきましては、NTTデータ様およびその
関連企業様が、民間関連事業におきましては、日本IBM様、
CTC様、沖電気様、ソフトバンク様およびその関連企業様
が、主要顧客となります。セキュリティ機器関連事業にお
きましては、官公庁、自治体様が主要顧客となります。

 トピックス
TOPICS
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［貸借対照表（要約）］ （単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目 当事業年度
平成26年3月31日現在

前事業年度
平成25年3月31日現在

資産の部
流動資産 6,428 5,559
固定資産 5,408 5,636
資産合計 11,837 11,195
負債の部
流動負債 4,102 3,769
固定負債 2,705 2,556
負債合計 6,807 6,326
純資産の部
株主資本 4,386 4,035
評価・換算差額等 642 833
純資産合計 5,029 4,868
負債純資産合計 11,837 11,195

❶

❸

❷

資産合計
前事業年度末に比較し641百万円増加しました。
これは主に投資有価証券の減少297百万円があった一方で、現金預
金の増加513百万円、売掛金の増加483百万円によるものです。

負債合計
前事業年度末に比較し481百万円増加しました。
これは主に短期借入金の減少184百万円があった一方で、未払法人
税等の増加363百万円、社債の増加324百万円によるものです。

純資産合計
前事業年度末に比較し160百万円増加しました。
これは主にその他有価証券評価差額金の減少191百万円があった一
方で、繰越利益剰余金の増加351百万円によるものです。

❶

❷

❸

 Point 

［株主資本等変動計算書］（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計

その他有価
証券評価
差額金資本準備金 その他

資本剰余金
資本剰余金
合計

その他利益剰余金
繰越利益剰余金

当期首残高 2,905 749 718 1,468 367 △ 706 4,035 833 4,868
当期変動額
　剰余金の配当 △ 103 △ 103 △ 103
　当期純利益 455 455 455
　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額） △ 191 △ 191

当期変動額合計 － － － － 351 － 351 △ 191 160
当期末残高 2,905 749 718 1,468 719 △ 706 4,386 642 5,029

財務諸表
FINANCIAL STATEMENT

電子透かし製品、販売開始

2013年７月、事業譲渡により、電子透かし製品の販売を開始しました。
ホームページの写真やデジタル写真集などの静止画、電子ファイルになった動画コンテンツ、配信用の音楽ファイル、電子ファイルか

ら印刷された印刷物などに電子透かし情報を入れ、不正コピー抑止や著作権管理、バージョン管理、印刷物の真偽の判定や誰が印刷した
かの追跡などに利用できます。

 トピックス
TOPICS
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［損益計算書（要約）］

［キャッシュ・フロー計算書（要約）］

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目
当事業年度

平成25年4月 1日から
平成26年3月31日まで

前事業年度
平成24年4月 1日から
平成25年3月31日まで

売上高 14,146 12,353
売上原価 12,181 10,796
売上総利益 1,965 1,557
販売費及び一般管理費 1,077 1,118
営業利益 887 439
営業外収益 54 64
営業外費用 92 87
経常利益 849 416
特別利益 － 532
特別損失 3 727
税引前当期純利益 846 221
法人税等 390 △ 19
当期純利益 455 241

科　目
当事業年度

平成25年4月 1日から
平成26年3月31日まで

前事業年度
平成24年4月 1日から
平成25年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 667 △ 1,020
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 119 875
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 32 56
現金及び現金同等物の増減額 514 △ 89
現金及び現金同等物の期首残高 2,395 2,484
現金及び現金同等物の期末残高 2,910 2,395

❶

❶

❸

❷

 Point 

 Point 

売上高
前事業年度に比べ1,792百万円増加しました。
公共関連事業が356百万円、民間関連事業が978百万円、セキュリ
ティ機器関連事業が456百万円と、全てのセグメントで売上高が増
加しました。
売上原価は1,384百万円増加し、売上総利益は407百万円増加しました。

営業利益
売上高の増加に伴い、営業利益は前事業年度に比べ448百万円の
増加となりました。

特別利益および特別損失
特別利益は、発生しませんでした。前事業年度、前々事業年度に
おける特別利益は、主に投資有価証券売却益、保険解約返戻金に
よるものです。
特別損失は、前事業年度に比べ723百万円減少しました。前事業年
度における特別損失は、主に役員退職慰労金によるものです。

現金及び現金同等物の期末残高
当事業年度における現金及び現金同等物は、長期借入金の返済に
よる支出1,505百万円などがあった一方で、税引前当期純利益846
百万円、長期借入れによる収入1,380百万円などにより、前事業年
度末に比較して514百万円増加し、2,910百万円となりました。

❶

❶

❷

❸

デジタル・フォレンジック研究会より10周年感謝状

10周年を迎えた特定非営利活動法人デジタル・フォレンジック研究会（IDF）が創設された2004年８月から現在に至る迄、弊社がIDF
の事務局として運営を支援し、その諸活動への積極的な参加・支援を行ってきたことに対し、2013年８月、IDF創設10周年記念表彰式に
おいて、感謝状と記念盾の贈呈を受けました。
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会社概要 役員（平成26年3月31日現在） （平成26年6月27日現在）

（注）※両氏は社外監査役であります。

代 表 取 締 役 社 長 森　　　啓　一

代表取締役副社長 三　浦　宏　介

専 務 取 締 役 畑　山　芳　文

常 務 取 締 役 室　井　　　誠

取 締 役 後　藤　　　亮

常 勤 監 査 役 坂　主　淳　一

監 　 査 　 役 池　野　清　昭

監 　 査 　 役 中 村 清 司※

監 　 査 　 役 杉 山 昌 宏※

社　　　名 株式会社フォーカスシステムズ

本　　　社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 

TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設　　　立 昭和52年4月1日

資　本　金 29億円

売　上　高 141億円

従 業 員 数 941名

グループの状況

製品仕入

得意先

株式会社フォーカスシステムズ（当社）

受注 納品

関連会社
株式会社イノス（20.00％）ソフトウェア開発

受
注

納
品

公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

（注）（　）内は出資比率。

会社の概況
CORPORATE OVERVIEW

本社ビル
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株式の状況

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況（自己株式を除く）

（平成26年3月31日現在）

（平成26年3月31日現在）

（注）当社は自己株式 1,223,040株を保有しておりますが、上記大株主から除外
しております。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000株

発行済株式の総数 8,146,471株

株主総数  3,023名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
東　光博 561,200 8.11
株式会社 UBIC 450,000 6.50
柿木　龍彦 341,000 4.93
フォーカスシステムズ社員持株会 315,300 4.55
畑山　芳文 287,000 4.15
第一生命保険株式会社 250,000 3.61
石橋　雅敏 184,100 2.66
株式会社三井住友銀行 170,000 2.46
みずほ信託銀行株式会社 135,000 1.95
森　啓一 102,600 1.48

■ 個人・その他 
 4,620,877株（66.74％） 2,935名
■ 金融機関
 880,400株（12.72％） 10名
■ その他国内法人
 1,255,600株（18.14％） 43名 

■ 外国法人・個人
 28,630株（0.41％） 10名 

■ 証券会社
 136,924株（1.98％） 23名
■ 政府及び地方公共団体
 1,000株（0.01％） 1名

■ アンケートにご協力ください
今後のIR活動に活用させていただきたいと存じますので、株主の皆さまのお声をお聞か
せいただけましたら幸いです。

Q₁ 当社の株式の購入に際しての情報源は主として次のうちのどこからでしたか?
□ 証券会社店頭   □ 証券営業マン   □ 新聞・雑誌の記事   □ 広告
□ 四季報   □ 日経会社情報   □ ホームページ
□ その他（	 ）

Q₂ 当社の株式を購入された理由は何でしょうか? （複数可）
□ 将来性   □ 収益性   □ 経営理念   □ 事業内容   □ 財務内容
□ 株価の割安感   □ 証券会社に勧められて   □ 配当   □ 技術力
□ 安定性   □ その他（	 ）

Q₃ 当社株式に対する今後の方針として最も近いものをひとつお選び下さい。
□ 売却   □ 短期保有（１年未満）   □ 長期保有   □ 買い増し   
□ その他（	 ）

Q₄ 第38期報告書で興味を持った記事はどれでしょうか? （複数可）
□ フォーカスシステムズについて   □ 株主の皆様へ   □ 3つのサービス領域
□ ブランディング   □ 決算ハイライト・財務諸表   
□ 会社の概況・株式情報

Q₅ 当社に対しては、どのような企業イメージをお持ちですか？

［ ］

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

株主の皆さまへアンケートご協力のお願い

●ご意見・ご感想をお聞かせ下さい。

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

ご協力ありがとうございました。

株式情報
STOCK INFORMATION
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当社ホームページでは決算短
信などのIR情報や、当社事業
や製品・サービスなどさまざ
まな情報を発信しております。

http://www.focus-s.com/

株式会社 フォーカスシステムズ
東京都品川区東五反田二丁目７番８号フォーカス五反田ビル

株主メモ
証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 送 物
送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問
合 せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店
（ 住 所 変 更、
株主配当金
受取り方法
の変更等）

みずほ証券
本店、全国各支店および営業所
プラネットブース（みずほ銀
行内の店舗）でもお取扱いた
します。
みずほ信託銀行
本店および全国各支店
※ トラストラウンジではお取り扱いできませ
んのでご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行およびみずほ銀行の本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問合
せ先・各種手続お取扱店を
ご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

大崎局承認

7367

料金受取人払郵便

郵 便 は が き

差出有効期間
平成26年9月30日

（切手不要）

1 4 1 8 7 9 0
110

（受取人）

東京都品川区東五反田 2－ 7－ 8
フォーカス五反田ビル

株式会社 フォーカスシステムズ
IR・広報室　行

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

性 別：	□ 男   □ 女

年 齢：	□ 20歳未満   □ 20代   □ 30代   □ 40代   □ 50代   
 	 □ 60代   □ 70代以上

ご 職 業：	□ 会社員   □ 会社役員   □ 専門職（医師・弁護士等）  □ 自営業
 	 □ 公務員   □ 主婦   □ 学生   □ 無職   □ その他

保有株式数：	□ 500 株未満   □ 500 ～ 1,000 株未満 
 	 □ 1,000 ～ 5,000 株未満   □ 5,000 株以上

保有期間：	□ 1 年未満   □ 1 年以上   □ 3 年以上   □ 5 年以上
 	 □ 10 年以上

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年の3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
基 準 日 3月31日
配当金受領株主確定日 3月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

ホームページをご覧ください。
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